
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　 基材と、その基材の少なくとも片面に粘着剤層を有 、
　前記基材は、白色、 色、黒色の順に着色されている層を有することを特徴とする粘着
テープ。
【請求項２】
　前記基材が、支持基材と着色層を有し、
　前記支持基材側から、着色層として、白色層、 層、黒色層をこの順に有すること
を特徴とする請求項１記載の粘着テープ。
【請求項３】
　支持基材が、透明基材フィルムであることを特徴とする請求項２記載の粘着テープ。
【請求項４】
　支持基材が、白色基材フィルムであることを特徴とする請求項２記載の粘着テープ。
【請求項５】
　前記基材が、支持基材と着色層を有し、
　前記支持基材が白色基材フィルムであり、当該白色基材フィルム側から、着色層として
、 層、黒色層をこの順に有することを特徴とする請求項１記載の粘着テープ。
【請求項６】
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　請求項１～ のいずれかに記載の粘着テープにより、液晶表示モジュールユニットと、
バックライトユニットが固定されている液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１～ のいずれかの粘着テープに用いる、白色、 色、黒色の順に着色されてい
る層を有する、粘着テープ基材。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は粘着テープに関する。本発明の粘着テープは、光を反射し、かつ特定波長の光線
を遮光する機能を有し、携帯電話やＰＤＡ用途等に好適な点灯・外光両用型の液晶表示装
置（ＬＣＤ）等において、液晶表示モジュールユニットとバックライトユニットを固定す
る粘着テープとして有用である。
【０００２】
【従来の技術】
携帯電話等に用いられる点灯・外光両用型のＬＣＤは、図６に示すように、液晶表示モジ
ュールユニットとバックライトユニットを粘着テープで固定されている。当該粘着テープ
には、光の反射性と特定波長に対する遮光性が求められている。反射性は、バックライト
の光を反射し輝度を高め、かつ反射光を効率的に利用することにより消費電力を低減する
ことを目的とする。一方、遮光性は、バックライトの光がＬＣＤ表面にもれることによる
視認不良の発生を抑制することを目的とする。
【０００３】
従来より、これら反射性と遮光性を両立した粘着テープが検討されている。一般に、かか
る粘着テープには、基材フィルムの片面に着色層が設けられていたり、着色された粘着剤
層が設けられている。バックライトの光を反射させるためにバックライト側には白色層が
、かつＬＣＤ表面にもれることのないよう遮光させるために液晶表示モジュール側には黒
色層が一般的に配置される。たとえば、白色に着色した白色基材フィルムを用いた粘着テ
ープでは、バックライト側に透明な粘着剤層が、液晶表示モジュール側に黒色の着色層や
黒色に着色された粘着剤層が設けられている。また、黒色に着色した黒色基材フィルムを
用いた粘着テープでは、バックライト側に白色の着色層や白色に着色された粘着剤層が、
液晶表示モジュール側に透明な粘着剤層を設けた粘着テープが設けられている。また、透
明基材フィルムを用いた粘着テープでは、バックライト側に白色の着色層や白色に着色さ
れた粘着剤層が、液晶表示モジュール側に黒色の着色層や黒色に着色された粘着剤層が設
けられている。
【０００４】
しかしながら、上記粘着テープによって、光の反射性と遮光性を両立させるためには、各
着色層を何層にも重ねたり、厚くしたりしなければならない。その結果として、粘着テー
プの総厚が厚くなり、携帯電話等の薄型軽量化に対応できなくなるといった問題があった
。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、ＬＣＤにおける液晶表示モジュールユニットとバックライトユニットの固定に
用いることができる粘着テープであって、薄型軽量化に対応できる厚さの範囲内で、反射
性と遮光性の機能を発揮できる粘着テープを提供することを目的とする。
【０００６】
また本発明は、前記粘着テープにより、液晶表示モジュールユニットと、バックライトユ
ニットを固定した液晶表示装置を提供することを目的とする。さらには、前記粘着テープ
に用いる、粘着テープ基材を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、前記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、以下に示す粘着テープによ
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り前記目的を達成できることを見出し本発明を解決するに至った。
【０００８】
すなわち本発明は、基材と、その基材の少なくとも片面に粘着剤層を有する粘着テープに
おいて、
前記基材は、白色、白及び黒以外の色、黒色の順に着色されている層を有することを特徴
とする粘着テープ、に関する。
【０００９】
上記本発明の粘着テープでは、白色層と黒色層の間に、白及び黒以外の色の層を設けられ
ており、白色層を透過した光が黒色層に吸収されるのを緩和することができ、白色層によ
る反射率が向上する。その結果、当該粘着テープを点灯・外光両用型のＬＣＤにおいて、
液晶表示モジュールユニットとバックライトユニットの固定に用いることにより、輝度を
高めることができる。また、着色層を何層にも重ねたり、厚くしなくてもよく、粘着テー
プの総厚を薄くすることが可能であり薄型軽量化に適用できる。一方、黒色層では遮光性
を有しており、バックライトの光がＬＣＤ表面にもれることによる視認不良の発生を抑制
できる。
【００１０】
前記粘着テープとしては、前記基材が、支持基材と着色層を有し、前記支持基材側から、
着色層として、白色層、白及び黒以外の着色層、黒色層をこの順に有するものが好適に用
いられる。当該粘着テープにおいて、前記支持基材としては、透明基材フィルムが好適に
用いられる。また当該粘着テープにおいて、前記支持基材としては、白色基材フィルムが
好適に用いられる。
【００１１】
また前記粘着テープとしては、前記基材が、支持基材と着色層を有し、前記支持基材が白
色基材フィルムであり、当該白色基材フィルム側から、着色層として、白及び黒以外の着
色層、黒色層をこの順に有するものが好適に用いられる。
【００１２】
前記粘着テープにおいて、白及び黒以外の色の層が、銀色の層であることが好ましい。白
及び黒以外の色は、特に制限されないが、遮光性および反射性を多段階的に発揮できるこ
とから、銀色が好ましい。
【００１３】
前記粘着テープは、液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニットの固定に好適
に用いられる。かかる固定用粘着テープは、液晶表示モジュールユニット側に黒色層が配
置され、バックライトユニット側に白色層が配置されるように用いられる。
【００１４】
また本発明は、前記粘着テープにより、液晶表示モジュールユニットと、バックライトユ
ニットが固定されている液晶表示装置、に関する。
【００１５】
さらに本発明は、前記粘着テープに用いる、白色、白及び黒以外の色、黒色の順に着色さ
れている層を有する、粘着テープ基材、に関する。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の粘着テープを図面を参照しながら説明する。本発明の粘着テープは、基材
１と、基材１の少なくとも片面に粘着剤層２を有する。図１では、基材１の両面に粘着剤
層２を有する。前記基材１は、白色層（以下Ｗ層ともいう）、白及び黒以外の色層（以下
Ｓ層ともいう）、黒色層（以下Ｂ層ともいう）をこの順に有している。本発明の粘着テー
プはシート状で用いることができる。
【００１７】
なお、本発明の着色層は色度で表される。色度は色彩色度計により測定したＬ・ａ・ｂの
Ｌで表すことができる。白色層（Ｗ層）は色彩色度計により測定した色度がＬ：９２±５
の範囲にあり、黒色層（Ｂ層）は色彩色度計により測定した色度がＬ：２５±１０の範囲
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にあるものをいう。
【００１８】
本発明の粘着テープは、基材１として、前記Ｗ層、Ｓ層、Ｂ層をこの順で有するものであ
れば、特に制限はないい。たとえば、図２～５に示すように、基材１が、支持基材１２と
着色層１１を有するものを例示できる。
【００１９】
図２では、支持基材１２側から、着色層１１として、１１Ｗ層、１１Ｓ層、１１Ｂ層がこ
の順に形成されている。図４では、支持基材１２側から、着色層１１として、１１Ｂ層、
１１Ｓ層、１１Ｗ層がこの順に形成されている。図２、図４において、支持基材１２は、
透明基材フィルムであってもよい。すなわち、基材１は、Ｗ層、Ｓ層、Ｂ層をこの順で有
していれば、基材１は透明層を含んでいてもよい。
【００２０】
また図２では、支持基材１２そのものがＷ層となるように白色基材フィルム１２Ｗとする
こともできる。図４では、支持基材１２そのものがＢ層となるように黒色基材フィルム１
２Ｂとすることもできる。すなわち、基材１は、Ｗ層、Ｓ層、Ｂ層をこの順で有していれ
ば、Ｗ層、Ｓ層、Ｂ層の各層は、１層でもよく２層以上の複数層であってもよい。
【００２１】
図３では、支持基材１２側から、着色層１１として、１１Ｓ層、１１Ｂ層がこの順に形成
されている。図３では、支持基材１２そのものがＷ層になっている白色基材フィルム１２
Ｗである。図５では、支持基材１２側から、着色層１１として、１１Ｓ層、１１Ｗ層がこ
の順に形成されている。図５では支持基材１２そのものがＢ層となっている黒色基材フィ
ルム１２Ｂである。
【００２２】
本発明の粘着テープにおいて、前記Ｂ層は遮光性に寄与し、一方、前記Ｗ層は反射性に寄
与する。通常、Ｂ層による遮光性を得ることに比べて、Ｗ層による反射性を得ることの方
が一般に困難である。これらから、本発明の粘着テープとしては、前記図２または図３に
示すような粘着テープにおいて、支持基材１２として白色基材フィルム１２Ｗを用いた態
様のものが好ましい。
【００２３】
なお、上記以外の本発明の粘着テープの態様としては、支持基材１２そのものがＳ層とな
るように着色されたフィルム１２Ｓとなっており、その片面に着色層として１１Ｂ層、も
う一方の片面に１１Ｗ層を有するようなもの、支持基材１２そのものが、この順でＷ層、
Ｓ層、Ｂ層になっているもの等を例示できる。
【００２４】
支持基材１２の材質としては、特に限定されず各種のものを用いることができる。たとえ
ば、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレ
ート等のポリエステル；ポリエチレン、ポリプロピレン等のポリオレフィン；ポリビニル
アルコール、ポリ塩化ビニリデンなどがあげられる。これらのなかでも、透明性、強度な
どの点から、ポリエチレンテレフタレート等のポリエステルが好ましい。
【００２５】
支持基材１２の厚さは、特に制限されないが、薄型軽量化と加工性の点から４～７０μｍ
程度、好ましくは１０～５０μｍである。なお、支持基材１２を白色基材フィルム、黒色
基材フィルム等とする場合には、各着色に応じた顔料等が配合される。
【００２６】
着色層１１は、顔料、バインダーおよび溶剤を含有する配合物を、支持基材１２上に塗工
することにより形成することができる。バインダーとしては、着色層の形成に用いられる
ものを特に制限なく使用することができる。たとえば、ポリウレタン、フェノール樹脂、
エポキシ樹脂、尿素メラミン樹脂、ポリメタクリル酸メチルなどが例示される。溶剤は、
顔料、バインダーの種類に応じて適宜に選択される。顔料は、Ｗ層、Ｓ層、Ｂ層の各着色
層に応じた顔料が適宜に選択される。
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【００２７】
着色層１１の厚さは、通常、総厚で、１～１０μｍ程度が好ましい。各着色層の厚さは、
通常、１～２μｍ程度が好ましい。なお、着色層の形成方法は、グラビア印刷、フレキソ
印刷、オフセット印刷などの、従来より着色層の形成に採用されている手段を特に制限な
く採用できる。
【００２８】
支持基材１２、着色層１１の着色に用いられる顔料は、Ｗ層には白色顔料、Ｂ層には黒色
顔料が用いられる。白色顔料の例としては、二酸化チタン、亜鉛華、鉛白などが例示され
る。黒色顔料の例としては、カーボンブラック、アセチレンブラック、松煙、黒鉛などが
例示される。
【００２９】
Ｓ層は、白及び黒以外の色であれば特に制限はない。たとえば、Ｓ層は、銀色、青色、赤
色等に着色することができる。これらのなかでも、遮光性および反射性を多段階的に発揮
できることから、Ｓ層としては、銀色が好ましい。銀色顔料の例としては、アルミニウム
などが例示される。なお、Ｓ層は色彩色度計により測定した色度がＬ：７０±１０の範囲
にあるものが好適である。
【００３０】
粘着剤層２を構成する粘着剤としては、アクリル系粘着剤、ゴム系粘着剤、シリコーン系
粘着剤などの各種の粘着剤を特に制限なく使用することができる。
【００３１】
アクリル系粘着剤としては、特に、アルキル基の炭素数１～１８の（メタ）アクリル酸ア
ルキルエステルの単独重合体、または上記（メタ）アクリル酸アルキルエステルとその他
の官能性モノマー等の共重合性モノマーとの共重合体をベースポリマーに用いたものが好
適に用いられる。
【００３２】
上記（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、たとえば、アクリル酸メチル、アク
リル酸エチル、アクリル酸ブチル、アクリル酸イソブチル、アクリル酸へキシル、アクリ
ル酸オクチル、アクリル酸２－エチルエステル、アクリル酸イソオクチル、アクリル酸デ
シル、アクリル酸イソデシル、アクリル酸ラウリル、アクリル酸ステアリルおよびこれら
に対応するメタクリル酸アルキルエステルなどが例示される。
【００３３】
上記官能性モノマーの例としては、水酸基を有するモノマー、カルボキシル基を有するモ
ノマー、アミド基を有するモノマーなどがあげられる。水酸基を有するモノマーとしては
、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレー
トなどのヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートなどが例示される。カルボキシル基を
有するモノマーとしては、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸などのα，β－不飽和
カルボン酸；マレイン酸ブチルなどのマレイン酸モノアルキルエステル；マレイン酸、フ
マル酸、イタコン酸などの不飽和二塩基酸、さらには無水マレイン酸等の二塩基酸無水物
が例示される。アミド基を有するモノマーとしては、アクリルアミド、ジメチル（メタ）
アクリルアミド、ジエチル（メタ）アクリルアミドなどのアルキル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エトキシメチル（メタ）アクリル
アミドなどのＮ－アルコキシメチル（メタ）アクリルアミド、ジアセトン（メタ）アクリ
ルアミドなどが例示される。アミノ基を有するモノマーとしては、ジメチルアミノエチル
（メタ）アクリレートなどが例示される。上記以外の共重合性モノマーとしては、酢酸ビ
ニル、スチレン、α－メチルスチレン、塩化ビニル、アクリロニトリル、エチレン、プロ
ピレンなども使用できる。
【００３４】
（メタ）アクリル酸アルキルエステルの共重合体を製造するには、全共重合モノマー成分
中に（メタ）アクリル酸アルキルエステルが５０重量％以上含有されることが好ましい。
（メタ）アクリル酸アルキルエステルの割合が５０重量％未満であると、粘着剤が十分な
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粘着性を示さなくなるおそれがある。（メタ）アクリル酸アルキルエステルの割合は、よ
り好ましくは６０重量％以上である。
【００３５】
またアクリル粘着剤等の前記粘着剤には、ベースポリマーに加えて、必要に応じて、粘着
付与剤、架橋剤等が配合される。粘着付与剤としては、ロジン系樹脂、ポリテルペン樹脂
、クマロン－インデン樹脂、石油系樹脂、テルペン－フェノール樹脂などがあげられる。
架橋剤としては、イソシアネート系架橋剤、エポキシ系架橋剤、オキサゾリン系架橋剤、
アジリジン系架橋剤、金属キレート系架橋剤架橋剤などがあげられる。
【００３６】
ゴム系粘着剤としては、天然ゴム、スチレン－イソプレン系ブロック共重合体、スチレン
－ブタジエン系ブロック共重合体、ポリイソプレン、ポリブテン、ポリイソブチレン、エ
チレン－酢酸ビニル共重合体などのゴム弾性体をベースポリマーとするものがあげられる
。前記ゴム弾性体には、たとえば、ロジン系樹脂、ポリテルペン樹脂、クマロン－インデ
ン樹脂、石油系樹脂、テルペン－フェノール樹脂などの粘着付与剤を適量、および必要に
応じて、液状ポリブテン、鉱油、液状ポリイソプレン、液状ポリアクリレートなどの軟化
剤が配合される。シリコーン系粘着剤としては、ポリジメチルシロキサンなどを主成分と
するものが使用される。
【００３７】
また前記粘着剤には、ブチルヒドロキシトルエンなどの老化防止剤などの各種添加剤を適
量添加することができる。
【００３８】
粘着剤層２は、基材１の片面または両面に形成することにより行うことができる。粘着剤
層２の形成方法は、特に制限されず、基材１に粘着剤を含む溶液またはエマルジョンを、
コンマコーター、トップフィードリバースコーターなどを用いて直接塗布して乾燥する方
法、また別途、離型フィルムに粘着剤層２を形成した後、それらを基材１に貼り合せる方
法等を採用することができる。
【００３９】
粘着剤層２の厚さは、使用目的等に応じて決定できる。一般的には１０～２００μｍとさ
れる。粘着テープを、携帯電話等に適用される液晶表示装置における、液晶表示モジュー
ルユニットとバックライトユニットを固定する粘着テープとして使用する場合は、薄型軽
量化の点から、１０～５０μｍが好ましい。
【００４０】
なお、粘着剤層２は、通常、透明であるが、白色または黒色に着色することができる。す
なわち、基材１において、Ｗ層側の粘着剤層２は白色に、Ｂ層側の粘着剤層２は黒色に着
色することができる。
【００４１】
粘着剤層２には、セパレータが、必要に応じて設けられる。セパレータの構成材料として
は、紙、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレート等の合成樹脂フィ
ルム等があげられる。セパレータの表面には、粘着剤層からの剥離性を高めるため、必要
に応じてシリコーン処理、長鎖アルキル処理、フッ素処理等の離型処理が施されていても
良い。セパレータの厚みは、通常１０～２００μｍ、好ましくは２５～１００μｍ程度で
ある。
【００４２】
【実施例】
以下に、実施例によって本発明を具体的に説明するが、本発明はこれら実施例によって何
等限定されるものではない。色度の測定は、ミノルタ社製の色彩色度計ＣＲ－２００に行
った。
【００４３】
実施例１
厚さ３８μｍの白色基材フィルム（ポリエチレンテレフタレート，色度Ｌ：９２）の片面
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に、着色層として、白色（色度Ｌ：９２）、銀色（色度Ｌ：７５）、黒色（色度Ｌ：２５
）の順に３層を印刷したフィルムを基材として用いた。着色層の印刷に使用したインクは
大日精化工業株式会社製のＮＢ－５００を用いた。着色層の各層の厚みはそれぞれ１μｍ
とした。前記基材の両面に、透明なアクリル系感圧粘着剤を塗布し、乾燥し、厚さ２０μ
ｍの粘着剤層を設けた両面粘着テープを得た。
【００４４】
実施例２
厚さ３８μｍの白色基材フィルム（ポリエチレンテレフタレート，色度Ｌ：９２）の片面
に、着色層として、銀色（色度Ｌ：７５）、黒色（色度Ｌ：２５）、黒色（色度Ｌ：２５
）の順に３層を印刷したフィルムを基材として用いた。着色層の印刷に使用したインクは
大日精化工業株式会社製のＮＢ－５００を用いた。着色層の各層の厚みはそれぞれ１μｍ
とした。前記基材の両面に、透明なアクリル系感圧粘着剤を塗布し、乾燥し、厚さ２０μ
ｍの粘着剤層を設けた両面粘着テープを得た。
【００４５】
比較例１
厚さ３８μｍの白色基材フィルム（ポリエチレンテレフタレート，色度Ｌ：９２）の片面
に、着色層として、黒色（色度Ｌ：２５）の層を印刷したフィルムを基材として用いた。
着色層の印刷に使用したインクは大日精化工業株式会社製のＮＢ－５００を用いた。着色
層の厚みは１μｍとした。前記基材の両面に、透明なアクリル系感圧粘着剤を塗布し、乾
燥し、厚さ２０μｍの粘着剤層を設けた両面粘着テープを得た。
【００４６】
比較例２
厚さ３８μｍの白色基材フィルム（ポリエチレンテレフタレート，色度Ｌ：９２）を基材
として用いた。前記基材の片面に、透明なアクリル系感圧粘着剤を塗布し、乾燥し、厚さ
２０μｍの粘着剤層を設けた。もう一方に片面には、前記アクリル系粘着剤に黒顔料を配
合して黒色に着色したアクリル系感圧粘着剤を塗布し、乾燥し、厚さ２０μｍの黒色の粘
着剤層（色度Ｌ：２５）を設け、両面粘着テープを得た。
【００４７】
上記実施例および比較例で得られた両面粘着テープについて、次の条件で試験を行った。
粘着テープの白色側から測定した。結果を表１に示す。
【００４８】
（透過率）
村上色彩技術研究所製の積分球式分光透過率測定器を用い、５５０ｎｍ波長域での透過率
を測定した。
【００４９】
（反射率）
島津製作所製の分光光度計を用い、５５０ｎｍ波長域での拡散反射率を測定した。
【００５０】
【表１】
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実施例の粘着テープは比較例の粘着テープに比して反射率が向上していることが認められ
、当該粘着テープを点灯・外光両用型のＬＣＤにおいて、液晶表示モジュールユニットと
バックライトユニットの固定に用いることにより、輝度を高められる。一方、実施例の粘
着テープは透過率が０％で遮光性がよく、バックライトの光がＬＣＤ表面にもれることに
よる視認不良の発生を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の粘着テープの一例の断面図である。
【図２】本発明の粘着テープの一例の断面図である。
【図３】本発明の粘着テープの一例の断面図である。
【図４】本発明の粘着テープの一例の断面図である。
【図５】本発明の粘着テープの一例の断面図である。
【図６】粘着テープを液晶表示モジュールユニットとバックライトユニットの固定に用い
た概念図である。
【符号の説明】
１　：基材
１１：着色層
１２：支持基材
Ｂ　：白色層
Ｓ　：白及び黒以外の色の層
Ｂ　：黒色層
２　：粘着剤層
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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